
T H E  H A P P Y  L I F E  I N  J E S U S  

幸せのはじまり、イエス・キリスト                           

 

 光塩キリスト教会のみことば 

   「心を尽くし、思いを尽くし、知力を尽くして、あなたの神である主を愛せよ。」（マタイの福音書22章37節） 

   「あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ。」（マタイの福音書22章39節）  

代価がいらない関係、緊張しない関係                川上優祐 牧師       

 9日(金)は佐藤順一さんを手伝うために朝9時

頃から動きました。佐藤さんの家の前にある排

水路の上に鉄の板を乗せる作業をした後、庭に

ある栗の木と長い木の枝を切るために、三浦さ

んの家に置いてあったチェーンソーを取りに行

きました。三浦さんの家に着くと、佐藤廣さんが

懸命に庭の木の根を取る作業を手伝っていまし

た。順一さんもその作業に合流しました。  

 自分の作業を先に延ばして三浦さんを手伝う

廣さんと順一さんの姿に感動しました。三浦さ

んご夫婦にも感動しました。花子さんは廣さん

と順一さんをもてなすためにチヂミを焼き、食

事を準備しました。チデミを焼きながらこう話

しました。「牧師さん。私は本当に幸せです。イ

エス様にあって家族になり、何の代価も求めず

に手伝ってくれる方々がいてとても幸せです。

このチヂミを店でお客さんに出すために作った

時は緊張ばかりでしたが、今は緊張もせずに楽

しく作っています。本当に幸せです。神様に感謝

です。」ご主人である八郎さんは、このように感

謝をもってもてなす花子さんにありがとうと2

回も話してくれたそうです。 

 休みながら一緒に食べる昼食はとっても美味

しく、まるで天国の味のようでした。 

 ある律法学者がイエス様に次のように尋ねま

した。「すべての中で、どれが第一の戒めです

か。」律法学者は神様の御言葉の中で一番大事な

神様の教えは何ですかとイエス様に尋ねたので

す。  

 イエス様は答えられました。「第一の戒めはこ

れです。『聞け、イスラエルよ。主は私たちの神。

主は唯一である。あなたは心を尽くし、いのちを

尽くし、知性を尽くし、力を尽くして、あなたの

神、主を愛しなさい。』第二の戒めはこれです。

『あなたの隣人を自分自身のように愛しなさ

い。』これらよりも重要な命令は、ほかにありま

せん。」(マルコの福音書12:29～31) 

 代価を願わず自分自身のように隣人を愛し、

助け合う皆さんを見ておられるイエス様は喜

び、「良くやった」と言ってくれるでしょう。神

様を愛し、隣人も自分自身のように愛する皆さ

んは、神様の御言葉をしっかりと守る神様のし

もべです。イエス様の弟子です。 

 皆さんの牧師であることが本当に誇らしい日

でした。私も天国を先に体験したようでした。感

謝です。愛します。 

Jesus is God 

<作業に合流> 

<作業後に食べる美味しい昼食> 



Ⅰ．お知らせ/日程 

1．神様が教会に新しい方々を送ってくださっています。イエス様の愛

で大歓迎しましょう。 

2．佐藤行夫さんが受洗を決心されました。12月に信仰問答を受け、来

年6月に洗礼を受ける予定です。 

3．新しく来られた西城さんが早天祈祷会にも参加しています。応援と

励ましをお願いします。 

Ⅱ．慰め 

1．コロナウイルスの感染拡大が続いています。感染拡大が収まるように、

国家の経済のために、薬やワクチンの開発のために引き続きお祈り

しましょう。 

2. 闘病中の辻真一兄、闘病中の教会メンバーに癒やしの奇跡が起こる

ようにお祈りしましょう。辻真一兄が伝道している方がイエス様の愛を

受け入れられるようにお祈りしましょう。 

主日礼拝  2020年10月18日 

                   場所: くつろぐはうす 

 

 

 

賛 美 …………………………………    一    同 

信 仰 告 白 「使徒信条」 〃 

讃 美 歌 349番 優しき主イエスよ 過ぎ行かず 〃 

代 表 祈 祷 …………………………………  三浦八郎兄 

交 読 創世記1:1、ピリピへの手紙2:5～8    一    同 

聖 書 朗 読 創世記31章23節～31章55節 川上優祐牧師 

メ ッ セ ー ジ 
『私の苦しみと手の労苦を 

顧みられる神様』 
〃 

讃 美 歌 438番 川のような平安が    一    同 

報 告 ………………………………… 川上優祐牧師 

賛 美 歌 1番 聖なる 聖なる 聖なるかな     一    同 

祝 祷 ………………………………… 川上優祐牧師 


